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第 500 回 読谷村議会９月定例会 

一 般 質 問 通 告 者 

通告順 議席番号 氏   名 備    考 

１ 14 上  地   榮 

令和２年９月 17 日（木） 

 

２ ３ 大 城  行 治 

３ 12 比 嘉 幸 雄 

４ 11 長 濱 宗 則 

５ 15 松 田 正 彦 

６ 18 國 吉 雅 和 

令和２年９月 18 日（金） 

７ 13 神 谷 嘉 栄 

８ ５ 上地 利枝子 

9 ６ 當 間  良 史 

10 １ 與那覇 徳雄 

11 ９ 山 城 正 輝 

令和２年９月 23 日（水） 

12 ７ 津波古 菊江 

13 17 城 間 真 弓 

14 ４ 山 内 政 徳 

15 ８ 城  間  勇 

16 16 伊 佐  眞 武 

令和２年９月 24 日（木） 17 ２ 仲 眞  朝 雄 

18 10 松 田 昌 邦 

 

 

 

 

 



令和２年 第 500 回読谷村議会 定例会一般質問 

令和２年９月 17 日（木） 

順序 質問者 質  問  事  項 

１ 上  地  榮 
１ 村の新型コロナウィルスの感染対策について 

 

 ① 想い合ちゆんたんざ応援プロジェクト（23 項目、26 事業）の予

算の各事業毎の執行率は。 

 ② 特別定額給付金の取り組み経過と給付率及び課題は。 

 ③ 農業者に対する支援策は。 

 

２ 渡慶次小学校の正面玄関の両側の通学路の拡幅について 

  

現行の通学路の横幅が 63ｃｍしかなく、交通安全上事故が懸念さ 

れる。そこで、学校側のブロック塀（約 70ｃｍの厚み）を学校敷地 

内に移動できないか。 

 

３ 令和元年度行政懇談会から 

  当該懇談会は、令和２年１月に村内 18 か所の自治会において開催

され、村民 407 人が参加し 250 件の質問があったとのことである。 

 

 ① 質問が多かった項目で上位 10 番まで何件ずつあったか。 

 ② 意見・要望・政策提言があればその内容は。 

 ③ 短期（３年）・中期（５年）・長期（10 年）での解決すべき事項も 

あったか。  

 

４ ユーバンタ公園の浜側の部分において大きく砂が流されて損壊し 

ているがその対策は。 

 

５ 本村には 36％の米軍基地があり、つり下げ訓練等もある。また将

来、南部地域からの倉庫等の移転も予想されるところから、基地対

策係を設置できないか。 

 

① これまでの基地対策の経過。 

 ② 現在の基地対策はどうなっているか。 

 

６ 学校における新型コロナウイルスの感染症対策について 

 ① 学校全体としての対策は。 



 ② ３密対策の具体的実施内容（教室、全体集会等）。 

 ③ 給食における新生活様式とは。 

 ④ 体育や音楽における対策は。 

２ 大城 行治  
１ 新型コロナウイルス感染症により影響を受けた地域経済への支援

について、想い合ちゆんたんざ応援プロジェクトを中心に伺います。 

 

 ① 次の事業の進捗状況について。 

  （１）ユンタンザ頑張る事業所応援事業 

  （２）読谷村経済支援コンシェルジュ事業 

  （３）緊急失業対策事業（３事業） 

  （４）地産地消配送車購入事業 

  （５）よみたん飲食店テイクアウト・デリバリー応援事業 

 ② 本年度沖縄県への修学旅行の予約数が、コロナ発生前と比べて 

174 校、6,295 人減少していると新聞報道にあります。読谷村にお 

ける修学旅行の現状はどのようになっていますか。 

 

２  教育長就任にあたっての所信を伺います。 

 

 ① 学力向上についてどのように認識していますか。 

 ② いじめの現状をどのように認識していますか。また、その対策に 

何が求められていますか。 

 ③ 子どもの貧困についてどのように認識していますか。 

 ④ 教職員の多忙化についての認識と対策はどのように考えていま 

すか。 

３ 比嘉  幸 雄 
１ 座喜味城跡バッファゾーンについて 

 

① 座喜味城跡東側の木道について、利用状況と築年数約 25 年にな

る木道の状況は。 

② 周辺公園の活用はあるか。 

③ 駐車場整備の進捗は。 

④ 周辺道路の一部、一方通行解除はあるか。 

 

⑤ 世界遺産座喜味城跡の入場料徴収の考えはあるか。 

 

２ 地域自治会活性について 

 ① 弱体化が進む各種団体の今後の課題についてどう考えるか見解 



を求める。 

 ② 民放テレビ局のデータ放送活用しての、自治体情報・各地域情 

報の発信の考えはないか答弁を求めます。 

 

３ 地産地消配送車購入事業について、その運用の説明を求める。 

 

４ 今年の読谷まつりについて、例年との違いの説明を求める。 

 

４ 長濱  宗 則 
１ 読谷村の指定管理から 

 

① 指定管理と委託管理の相違の説明を伺います。 

 ② 現在の委託管理先の委託企業名と委託期間。 

 ③ 現在の指定管理先の企業名と指定期間。 

 ④ 指定管理委託の金額、施設名。 

 

⑤ 今後の指定管理予定施設とその他の公共施設の維持管理の計画

は。 

 

２ 読谷村に支払われる基地関係の交付金から（過去３年分の実績） 

 

① 特定防衛施設周辺整備事業交付金の内容と交付額。 

 ② 再編交付金事業の内容と交付額。 

③ 国有提供施設等所在市町村助成交付金の内容と交付額。 

④ 施設等所在市町村調整交付金の内容と交付額。 

 

⑤ 嘉手納弾薬庫、トリイステーションの貸付収入額。 

 

３ 世界遺産座喜味城跡の有料化から     

                      

 ① 座喜味城跡の有料化に関するアンケート調査結果は。   

 ② 座喜味城跡の今後の整備計画を伺う。 

 

③ 座喜味城跡公園内の木道のメンテナンスと活用計画は。 

 

４ 中央残波線の管理から 

 

 ① センターラインの白線が消えかかっているが認識しているか。 



 ② 街路樹が虫歯状態で再植は考えているか。 

  

③ 県道６号線と村道中央残波線の交差点へ国道 58 号への誘導看板

の設置ができないか。 

５ 長浜ダム公園への案内表示板の設置について 

 

① 西側ゲートが閉鎖された理由と閉鎖時期は。 

 

② 座喜味城跡公園側から長浜ダム公園に向かうルートは右折して

西側ゲート方面に向かう傾向があり、西側ゲートが閉鎖されてい

るため狭い農道をＵターンする車両が見られるので正面ゲートへ

の誘導案内板が必要ではないか。 

５ 松 田  正 彦 
１ 今回の地方創生臨時交付金をどう活用するか 

 

① 本議会での臨時交付金の歳入・歳出予算額は。 

② コロナ禍対策事業は何項目か。 

③ 村内事業者向けの読谷経済活性化プロジェクト事業と予算。 

④ 今後も国からの地方創生臨時交付金は想定されるか。 

⑤ 本村独自の予算でのコロナ対策事業があるか。 

 

２ 村内事業者応援プロジェクトを実施すべき 

 

① コロナ禍で、感染拡大で打撃を受けている観光事業者等への対策 

事業があるか。 

② 本村独自の予算で、対策事業に５千万円の予算化を。 

③ 沖縄県が実施した沖縄彩発見キャンペーンを読谷型にできない 

か。 

 ④ ５千万円の予算執行で費用対効果と経済波及効果の成果金額は 

いくら想定されるか。 

 ⑤ 事業者代表を網羅した（商工会・観光協会・農協・漁協その他） 

読谷型想い合ちプロジェクト実行委員会の設立をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年 第 500 回読谷村議会 定例会一般質問 

令和２年９月 18 日（金） 

順序 質問者 質  問  事  項 

６ 國 吉  雅 和 
１ 季節性インフルエンザ予防接種無償化について 

  ６月定例会の一般質問で「今期はインフルエンザ予防接種を徹底

させる考えはないか」に対し健康推進課長は「周知していきたい」

との答弁でした。ところが、８月 11 日の一般会計補正予算（第３

号）でインフルエンザ予防接種の費用を全額公費負担することで村

民の感染症対策を図る事業として、１億７千２百万円が補正増額さ

れました。 

 

 ① ６月定例会の「周知していきたい」との答弁から季節性インフ

ルエンザ予防接種支援事業への展開に対する説明を求めます。 

② インフルエンザ予防接種を特に勧める村民は。 

イ）65 歳以上のすべての方 

  ロ）呼吸器、心臓、腎臓、免疫のいずれかに障がいのある方 

  ハ）糖尿病を患っている方 

  ニ）集団感染する可能性が高い、児童・生徒 

  ホ）医療・保育・福祉関係の従事者への取り組みを求める。 

③ 予防接種の副反応について説明を求めます。 

 

２ 新型コロナウイルス（COVID－19）感染症について 

 

 ①６月定例会で政策提案として。 

  イ）５億円プレミアム商品券発行（実施自治体数と主な取り組み

内容は） 

 ロ）コロナ禍復興対策委員会設置 

ハ）感染症予防製品制作工場やＰＣＲ・抗原・抗体検査事業所等

の誘致への見解を求める。 

② 生活福祉資金貸付制度の緊急小口資金と総合支援資金に対する

村民の現況の説明を求める。 

③ 新型コロナウイルス感染症への誹謗中傷等はないか説明を求め

る。 

 

３ ８月５日の沖縄タイムスに古着を東南アジアに輸出の記事で「県

内企業や自治体の収益向上になり、古着の焼却処分が減ることで

CO２削減にもつながる。多くの自治体や県内外の企業を巻き込ん

で、取り組みを広げたい」と代表は語る。 



 

 ① 平成 21 年 11 月からの古布回収の実績と評価と事業断念の理由

を求める。 

 ② 自治体の収益向上と CO2 削減にもつながる取り組みの記事と考 

えるが見解を求める。 

 

４ 一般財源（村単費）負担額について 

 ① 幼保無償化に対する本年度の財源負担額を幼稚園と保育園で求

める。 

② 近い将来沖縄県が義務教育期間中の医療費無償化を実施する時 

の新たな財源負担額を求める。 

 

７ 神谷  嘉 栄 
１ 新型コロナウイルス感染症対策関連 

 

 ① 本村における特別定額給付金の最終給付率を伺う。また、申請

受付開始からピークを迎えた時期とその率を伺う。 

 ② 特別定額給付金の申請書の中に、受け取りを希望しない方につ

いては、四角い升目へばつ印記入用のチェック欄があったが、誤

記入が懸念される。その場合について申請者への確認を行ったか

どうか伺う。 

 ③ 小学校の全学年と中学校２年生までは授業自体が短くなり、中

学３年生については従来通りの授業だと耳にしたが、その理由を

求める。また、授業が短くなった分の学年に対して授業時間をど

う補うのか伺う。 

 ④ 常日頃から教職員や保育士が多忙な中、コロナ禍における対策 

でさらに追い討ちをかけているように思え、心身共に健康が懸念 

される。ケア等を行った事例もあるか。 

 

２ 自然災害と避難時における感染症対策について 

 

 ① 去った台風８号の大雨に伴い、県内で川の氾濫によって床上浸

水した住宅を離れるという状況が発生したようだが、このような

際に発表される「警戒レベル」に新たな変更点があったと聞くが、

そのことについて説明を求める。 

 ② 「分散避難」についての説明を求める。 

③ 新型コロナウイルス感染症対策で密集や密接を防ぐため、県内

11 市のうち８市で災害時に住民が避難生活を送る学校の体育館

などの「指定避難所」の収容可能人数が「３分の１」または「半

分」に減るとのことが、８月の新聞紙上にあった。このことを踏

まえて本村住民への対応について見解を求める。 



④ 備えあれば憂いなしの観点から、万に一つの想定ではあるが、コ 

ロナ禍でもしも自宅療養中の感染者や濃厚接触者が指定避難所を 

利用しなければならなくなった時、その場合はどのように対応して 

いくのか、その方策を伺う。 

 

３ 社会福祉の立場から 

  

① コロナ禍で外出自粛による在宅高齢者の健康が気掛りだが、どの

ような対策があるか。もし既に対応していることがあればその事

例を伺う。 

② 県外のことではあるが、「ひきこもりからの自立支援をうたう、 

引き出し屋と呼ばれる民間業者に自宅から強引に連れ出され、法 

外な料金を請求されるなどのトラブルが相次ぐ」という旨の新聞 

記事があったが、本村において事前のマニュアル作成等の対策を 

講じる必要性はないか伺う。 

 

４ 子供たちの交通安全確保について 

 

 ① ８月 24 日の朝、児童達の登校時間帯に瀬名波駐在所前横断歩道

付近にて追突事故が発生した。その事故原因を説明願いたい。 

 ② ①の当該箇所の横断歩道は残波方面の北側に向けて車道が緩や

かな下り坂となっており若干見えにくく、表示が剥がれた状態に

なってくるとなお更である。第 494 回定例会（３月議会）にて「同

箇所の支柱上に横断歩道標識が見受けられないので、関係機関へ

要請できないか」という旨の質問に、「破損し無くなっていたの

で、嘉手納警察署交通課を通して修繕依頼を行っている」旨の答

弁であった。その後の経過を伺う。 

 ③ ①の当該箇所の緩やかな下り坂となっている残波方面への北側

向け車線は、横断歩道手前で停止する際車両が、特に雨天時には

スリップが目立つため、滑り止め舗装にするよう関係機関へ要請

できないか。 

 ④ 渡慶次小学校においては、「元気に歩いて学校へ行こう」と、て 

くてく登校推進中である。徒歩登校児童達の交通安全を確保するに 

は①の当該箇所への信号機の設置と考えるが見解を伺う。 

 

５ 農作物被害への懸念から 

 

 ① 外来種の昆虫でハヤトゲフシアリ（アリクイアリ）が県内で発

見されたとのことだが、どのような生態なのか伺う。 

 ② 農作物へ害を及ぼすことはないか伺う。 

６ 案内板の腐食について 



 文化センター前駐車場の鉄製案内板が腐食によりほぼ支柱のみ状

態である。また、錆びた部分が突起状となり危なく思えるので修繕す

るか、あるいは現在、文化センター建物の柱には立派な案内板が掲げ

られていることもあり、撤去の方向で考えてもいいと思うがどうか。 

８ 上地 利枝子 
１ スケートパーク場建設について 

 

 ① 村内スケートボーダーの人数。 

 ② 子どもたちの居場所としてスケートパーク場整備が必要だと思

います。本村としての考えは。（旧読谷中学校跡地運動場内への

設置、子どもたちからの要望あり） 

 

２ 役場駐車場内にある障がい者専用駐車場の環境整備 

 

 ① 雨天対策のための屋根設置。 

 ② すべり止め対策。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う現状と課題 

 

１）教育現場 

 ① 児童生徒の学力への影響。 

 ② 長期休み後の子どもたちの状況。 

 ③ 学校再開後、教職員の現場の状況。 

２）就労への影響 

 ① 生活保護世帯の変化。（増減） 

② 学校現場における準要保護について。（増減） 

③ 生活福祉資金の申請状況 

④ フードバンクの活用状況 

 

４ 地域共生社会の構築に向けて 

   

 ① 地域包括支援センターの増設。 

 ② 重層的支援体制の整備事業について。 

 

５ 子どもたちの居場所として、子ども食堂の設置の考えはないです 

か。 

９ 當間  良 史 
１台風などによる水害対策について 



 

 ① 台風８号による村内の被害状況は。 

 ② 大雨になると座喜味公民館前の道路の排水溝から大量の水が噴

き出し危険であり対応を求む。 

 ③ 今後大雨による被害対策は。 

 

２読谷村の特産物のブランド化について 

 

 ① ブランド化することで商品価値が高まり、生産者の所得向上が

考えられるが本村の考えは。 

 ② 村内でブランド化できる商品にはどのようなものがあるか。 

 

③ これまで本村発祥の作物（品種）があったと聞くが、どのよう 

なものがあったか。 

 

10 與那覇 徳雄 
１農業振興について 

 

 ① 農業振興地域制度とはどういった制度か伺う。 

② 「農用地区域」とは何か。 

③ 村内の「農用地区域」面積は何㎡で、何地区か伺う。 

 ④ 農業振興地域整備計画は、どのように推移してきたか伺う。 

⑤ 農業振興地域の「農用地区域」からの除外の手続きを伺う。 

 

⑥ これからの農業振興地域整備計画を伺う。 

 

２読谷診療所について 

 

① 前年度と今年度の４月から８月分迄の外来者数及び訪問診療数

及び増減数を伺う。 

② 村民の健康づくりのための予防医療は推進されているか伺う。 

③ 村内外の医療・介護サ－ビスを繋ぐ役割は推進しているか伺う。 

④ これからの診療所の経営戦略をどのように考えているか伺う。 

⑤ 診療所で勤務する看護師及び職員、事務員等に指定管理制度の 

説明を実施したか、看護師等の身分形態はどのように考えている 

か伺う。 



 

３．読谷村雨水排水計画について 

 

① 計画策定に至った経緯を伺う。 

② 各自治会長や関係者等との意見交換も実施しての策定か伺う。 

③ 中長期的な整備計画の考えを伺う。 

④ 幾つの区域に分け整備事業を実施していく考えか伺う。 

⑤ 大湾東や大木土地区画整理事業の雨水排水整備の関連性につい 

て伺う。 

 

４ 県道の除草整備について 

 

① 瀬名波川平から長浜地域向けての歩道は雑草が生い茂り通行に

支障が見られるが、早急な対策を求める。 

②県道関連の除草等で、県とはどのような形で調整するのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年 第 500 回読谷村議会 定例会一般質問 

令和２年９月 23 日（水） 

順序 質問者 質  問  事  項 

11 山 城  正 輝 
１ 高齢者の抗原検査補助を実施してはどうか（1人 5,000 円）。 

 

① 千葉県松戸市で導入されている補助事業とはどういうものか。 

② 村としても導入すべきではないか。 

 

２ 単身世帯遺族への特別給付金を実施するべきではないか。 

 

① 沖縄タイムスからのアンケートには、どういう理由で何と答え 

たか。 

② 村として、支給すべきではないか。 

 

３ ４月 28 日以降生まれの新生児にも村として特定給付金を支給して

はどうか。 

① 本年４月 28 日以降生まれの新生児は何名か。 

② 県内支給自治体は、何件か。村としても支給すべきではないか。 

 

４ 子ども達の就学援助に、コロナ収入減を考慮すべきではないか。 

 

① 22 市町村で考慮するということだがその主な理由は何か。 

② 村としても考慮すべきではないか。 

 

５ 濃厚接触者家族への宿泊費を支給すべきではないか。 

 

① 村のホテル確保等家族への支援取り組みはどうなっているか。 

② 沖縄市並みに（１人 5,000 円、１泊）支援すべきではないか。 

 

６ 中小企業店舗賃料上乗せ補助を実施してはどうか。 

 

①国の補助（３分の２）申請業者は、現在までに何件か。 

②残りの３分の１を村が補助すべきではないか。 

 

７ 「ゆいマスクプロジェクト」との具体的な感染症対策取り組みは

どういうものか。 

 



①「マスク寄贈プロジェクト」のマスク寄贈者は、何名で何枚に

なったか。 

②今回の「ゆいマスクプロジェクト」との具体的取り組みは、ど 

ういうものか。 

 

８ 村長とトリイ司令官とのコロナ協議の具体策はどういうものか。 

 

①村長の協力要請は、どういう内容だったか。 

②感染防止の具体策はどういうものか。 

 

９ 豚熱ワクチン接種手数料を補助すべきことなどについて 

 

① 全頭接種後生まれた子豚や２回目以降の接種料を補助すべき

こと。 

② 国からの手当支給が遅れている理由と見通しはどうなってい 

るか。 

 

10 座喜味前田原（県道 12 号沿）排水路の樹木清掃について 

 

① 座喜味 541 番地前から下流約 100m 間の樹木を剪定すべきでは

ないか（花粉等が屋敷内に散乱する） 

② 事業区域内残地樹木を剪定すべきではないか（排水路交差点三 

角区域内） 

12 津波古 菊江 
１ 経済支援策等コンシェルジュ配置事業の成果 

 

  新型コロナの影響を受け、経営が厳しい事業者への国・県・村の 

 経済支援策や給付金申請相談窓口の成果と課題について。 

① 持続化給付金、雇用調整助成金等村内中小企業や個人事業者の申

請状況と受給状況を伺う。 

② 申請窓口の設置場所と中小企業診断士、社会保険労務士の配置人

数と開設日を伺う。 

③ 事業の課題について伺う。 

 

２ 定額給付金の給付世帯数と給付率を伺う。 

 

３ 古布を東南アジアに輸出し、リサイクルとごみ焼却炉の延命を計

ることについて 

  県内の３社においてマレーシアへの古着の輸出事業を６月から始

めており、県内の各自治体が燃えるごみとして処分する古着を輸

出し自治体の二酸化炭素削減を目指し自治体の協力を求めている



が村としての見解を伺う。 

13 城 間  真 弓 
１ 村民に寄り添ったコロナ支援とは！村民に「安心」と「希望」を！ 

 

 ① ６月議会にて村独自のコロナ支援策「想い合ち ゆんたんざ応援

プロジェクト」が打ち出されましたが、国の第二次補正予算を受

け、本村としての第二次コロナ支援策の内容と方針とは。 

 ② ８月 11 日に行われた臨時会にて、新型コロナウイルス感染症対

策として１億７千万円以上の予算をかけ、全村民の季節性インフ

ルエンザの予防接種を全額公費で実施するとの事業説明があっ

た。この事業の目的と１億７千万円をかけてでも、本村として事

業に取り入れるべきとなった根拠は。また、近隣市町村でこのよ

うな事業を行っているところは。 

 ③ 「新しい生活様式」対応支援事業の目的と内容は。また、沖縄県

としても「沖縄県感染予防対策徹底宣言ステッカー」を発行して

いますが、ステッカーに関しては県の事業と重複にならないか。 

 ④ よみたん大好き「めんそーれ」事業の目的と内容は。また村内の

事業所の特産品とは。具体的に何か所の事業所が対象で、どのよ

うな特産品が贈られるのか。 

 ⑤ ６月議会を終えてからも、生活困窮に追い込まれた方々や仕事を

辞めざるをえなくなった村民の方々の相談が絶えない。「くらし・

仕事なんでも相談窓口」への相談件数と相談内容とは。 

 ⑥ 過去３年間の生活保護の申請件数と、コロナ禍の影響を受け始め

た今年度の申請件数は。 

 ⑦ 読谷村経済支援策等コンシェルジュ配置事業にて８月現在まで 

に、村が書類等の手続の支援を行った件数とその受給率とは。（特 

に持続化給付金について） 

⑧ コロナ感染予防対策において学校現場からの声として、普段から

の過重労働に加え、コロナ禍においての授業の遅れを取り戻すため

の補習授業や担任による一人ひとりの児童の心のケア、そしてクラ

スの消毒作業など更なる負担なっている。学校長からは沖縄市など

でも活用されている消毒支援員の配置を求める声が大きかった。そ

の声に対して村の対応とは。 

 

２ 読谷村の宝の海を守ろう！ウミガメが安心して産卵できる環境 

を！！本村の海岸線の保全と保護活動について。 

 

 ① 今回、本村の宇座ビーチにて近年では見られなかったような数の



ウミガメが産卵をしに海岸に訪れ、８月 23 日現在、８か所の産卵

がありました。ウミガメの保護状況について、ボランティア団体

と宇座の自治会長そして村との協議が行われたと思いますが、そ

の協議内容とは。 

② 本村として、ウミガメの保護や海岸線の保全についてどのような 

対策や方針で取り組んでいくのか。 

 

③ 世界的にも SDGｓ（持続可能な開発目標）として、地球環境問題

は重要視され、生物多様性損失の阻止を図ることは大きな課題と

なっている。人間が経済を動かす上で、地球環境を破壊してきた

ことは事実であり、その回復には、また人の手でしっかりと対策

をとる責任があります。本村がそのモデルケースとなり、本村の

観光資源を活用しながらウミガメの産卵地としてのエコツーリズ

ムを構築してはどうか。 

 

14 山内  政 徳 
１ 読谷村共販センターついて 

 

① 現状と課題。 

② 焼き物生産者との関わりについて。 

 

２ 座喜味集落内の大雨のたびの土砂崩れについて、対策はどうなっ

ているのか。 

 

３ GIGA スクール構想進捗状況は 

 

４ 無料塾の子供たちの食事支援についてはどうなっているのか。 

 

５ コロナ禍の中、本村の状況は。 

 

① 国保減免申請は何件か。 

② 住民税、固定資産税、猶予等の申請。 

 

③ 法人税等への影響は。 

 

６ お隣り、嘉手納町では新生児については、基準日（本年４月 27 日）

から一年延長して給付金を支給するとの事、読谷村もせめて５万

円・３万円でも支給できないか。 

15 城 間  勇  
１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 ① 第２次の村民支援策は何項目で、事業費の総額はどれくらいを想

定しているのか。 



 ② 第２弾では復興に向けた経済支援策が重点施策になると考えて

おりますという６月議会定例会での答弁でしたが、経済支援策の

主な事業は。 

 ③ 村道等のクリーンアップ推進事業、圃場（農地等）周辺施設整備

事業、体育施設周辺クリーンアップ推進事業の進捗状況について。 

 ④ 地産地消配送車購入事業の進捗状況について。 

 ⑤ よみたん飲食店テイクアウト、デリバリー応援事業の進捗状況

は。 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染症に対する今後の方針と見通しについ

て。 

 

２ 大湾東土地区画整理組合事業に関連する村道比謝牧原線整備事業

について 

 

 ① 村道比謝牧原線整備事業の目的と効果等についてお伺いします。 

 ② 橋梁工事の進捗状況と大湾東土地区画整理地内の村道比謝牧原

線整備の今後のタイムスケジュール等について。 

 ③ 事業完了と供用開始の目処は。 

 ④ 橋の名称についてどのように検討されていくのか。 

 

３ 公共敷地内や村道沿い、公園等の樹木の病害虫防除対策や維持管

理について  

 

① 役場や文化センター、健康増進センター敷地内のアカギや読谷中

学校正門前の村道村民センター線沿いの街路樹のアカギの病害虫

防除対策と維持管理についてお伺い致します。 

② アカギの病害虫ヨコバイとは。 

③ 国道 58 号沿い大湾バス停付近の村道大湾６号線の緑地帯のデイ

ゴ 13 本。古堅の旧古堅国民学校跡沖縄の名木百選に認定されてい

るデイゴ。波平の旧役場跡正門のデイゴの病害虫デイゴヒメコバチ

とメイガの防除対策と維持管理について。 

④ 村道水釜～大木線、比謝川大橋（赤橋）付近の街路樹のイヌマキ

（チャーギ）や役場中央駐車場北側のイヌマキの病害虫キオビエ

ダシャク（チャーギムシ）の防除対策と維持管理等について。 

 

 



令和２年 第 500 回読谷村議会 定例会一般質問 

令和２年９月 24 日（木） 

順序 質問者 質  問  事  項 

16 伊佐  眞 武 
１ （仮称）比謝横断線について 

 

① 当該計画に関連してこれまでどの様な事業が実施されたのか、経

過説明を求めます。 

 

② 今後の事業計画実施の見通しはどうなっているのか。 

 

２ トリイ通信施設における戦術訓練について 

 

 ① ここ数年でどの様な戦術訓練が実施されたのか。また、その回数

は何回になっているのか。 

② 過去の訓練中に事故が発生した件数と事故内容はどうなってい

るのか。 

 

③ 米軍が実施した環境レビューの意義と目的はどの様なことか。 

17 仲眞  朝 雄 
１ 社会、経済の様々な分野に大きく影を落とす新型コロナウイルス。

長期化するコロナ禍においての学校教育 

 

 ① 学校再開後一定期間が経過したが、学習の遅れ等の改善度は。ま

た、学校行事などは。 

 ② 感染対策等で先生方の負担は増えていないか。勤務時間は。 

 

２ 進みゆくオンライン教育の現状は 

 

① 「家庭におけるＩＣＴ環境の実態調査」から見えてきたものは。 

② オンライン学習への先生方の対応力の現状はどうか。 

③ 今後の具体的な導入スケジュールは。 

 

３ コロナ禍の長期化が懸念されるが 

 

① 対策本部においての収束の見通し、あるいは出口戦略のイメージ

は。 

② 村民に求められること、求めたいことは。 

18 松 田 昌 邦  
１ コロナ禍の現状と今後の課題は 



 

① 2020 年４月～８月における本村の生活保護相談件数と申請件数

の動向は。 

② 全国ではコロナ関連解雇が８月 21 日時点で 4.8 万人となってお

り、沖縄県では 1,189 人となっており、観光業と製造業において

失業者数が増加しているとの事であるが今後の動向について村の

見解は。 

③ 現在の本村ホテルの対前年度稼働率はどのようになっているの

か。 

④ 平成27年度国勢調査によると15歳以上の産業別就業者比率が第

３次産業で 71.37％となっており、本村の産業構造が沖縄県の実

態とほぼ同様の構図となっている。現時点でもその構造は維持さ

れていると思うか。来年度以降の対策に向け分析し対策をどう構

築していくのか。 

⑤ 厚生労働省によると住居確保給付金の支給決定件数が４月～６

月の３か月で全国 6.2 万件を超えているとの報道があるが本村に

おける申請、決定件数はあるか。またその要件は。 

⑥ 県の緊急事態宣言が発出されて「ステイホーム」が合言葉になり

つつあるが最近経済困窮や孤立、先の見えない不安などを抱え「コ

ロナうつ」なる新たな問題も起こりつつあるとの事。本村の取り

組みは。 

⑦ また引きこもりは高齢者の認知症の引き金になると言われてい

るが「ゆいまーる事業」など従来の予防活動等の再開に向けての

対策等は。若しくはコロナ禍での新たな取組もあるのか。 

⑧ コロナ感染症が家庭内で発生した場合の在宅介護の在り方はど

うなるのか。 

 

⑨ コロナウイルス感染症の影響で臨時休校等により小中の授業遅 

れが 20 時間から 30 時間あるとの事であるが本村の実情は。授業 

の遅れがあるとすればどのような対策を講じていくのか。 

 

２ 内閣府の PPF・PFI 支援事業とは 

 

① ４月の新聞報道によると同事業へ本村が応募した仮称、総合情報

センター整備事業が「優先的検討規定運用支援」の対象になった

とあるがその運用支援の内容とはどのようなものか。 

② この事業を活用するにあたり本村あるいは村民へのメリットは 

どのようなものなのか。 

 



３ 次年度以降の予算編成について 

 

① コロナウイルス感染症に振り回される中、本村の振興計画やビジ

ョンの変更も余儀なくされるのではないかと危惧するが、現時点

で重点施策の見直し及び継続事業や新規事業等の見直しも視野に

入れているのか。感染症の収束が当面期待できない状況の中、経

済や日常の生活をどう取り戻していくのかが課題である。 

② まずは学校、保育所、福祉部門の（検温等健康チェック等の強化、

連絡体制及び最新の感染症知識の村民との共有化）が必要と思わ

れるが、現在実施されている主な感染症対策はどのようなものか。 

③ 見えないものと対峙するとき一歩前へ踏み出すためにも関係者

の不安払拭が不可欠であることから、不定期でもいいので３密に

なりがちな関係者などへ PCR 検査による対応をできるところから

実施するべきと考えるが如何に。 

 

④ 来年度以降の国・県補助金等の在り方も収束、終息により変化し

ていくと思うがどのような見解か。経済の落ち込みは著しく特に

本村の製造・サービス業は深刻と思われる。 

⑤ 先の平成 27 年度国勢調査における本村の第２次、第３次産業構

成比率（15 歳以上）はそれぞれ 16.65％と 71.37％となっているが、

この構成は現時点でも変化はないと思われるが村の見解は。 

⑥ 構成に変化がないとすれば今後、第３次産業従事者への対応は早

急に検討強化すべきと考えるが対策は検討しているのか。 

 

⑦ また、やちむん、読谷山花織、ガラス工房や製造業などの「もの 

づくり」分野における組織体制や新たな販路開発等の支援策も観

光産業などの落ち込みを受け新たな検討が必要と考えるが。 

 

 


